支部用ハンドマイク演説参考例（「党の名前を変える必要がないわけは？比例代表削減問題）
１２年２月３日　県政策宣伝センター
　●●のみなさん、こんにちは。日本共産党●●支部（後援会）です。この場所をお借りして、日本共産党の訴えをさせていただきます。よろしくお願いいたします。
　「共産党はいいことを言ってるけど、党の名前を変えればもっと伸びるんじゃない？」そんな声をよく耳にします。しかし、なぜ党の名前を変える必要がないのか」みていただきたいと思います。
　日本共産党は今年で創立９０周年を迎えます。日本共産党は戦前、天皇絶対の暗黒政治の時代から、激しい弾圧に屈せず、侵略戦争反対と国民主権を掲げつづけました。そのなかで作家の小林多喜二など多くの先輩が弾圧によって命を奪われました。戦後、党議長となった宮本顕治さんは、１２年間獄中で不屈にたたかいました。評論家の加藤周一さんは、宮本さんが死去した時、「反戦によって日本人の名誉を救った」という談話を寄せてくれました。
　これにたいして今の自民党や民主党の先輩だった保守政党や社民党などの前身だった社会民主主義政党は侵略戦争を後押しし、太平洋戦争前には自ら解散し、「大政翼賛会」に合流しました。だから戦後、党名を変えて再出発せざるをえませんでした。
　戦後も、日本共産党は、日米安保条約をなくして米軍基地のない平和な日本を、大企業や財界の横暴をやめさせ人間らしく働き生きることのできるルールある経済社会をーとたたかってきました。原発問題でも、当初から未完成の技術だとして建設に反対、抜本的な政策転換を求めてきました。
　日本共産党は、社会はいまの資本主義社会で終わりではなく、未来社会―社会主義・共産主義へ発展するという展望を持っています。未来社会では、搾取の廃止や労働時間の短縮で、すべての人がさまざまな可能性をもち豊かに発達することができます。こうした歴史と理想が刻まれている、日本共産党という名前。比例代表選挙のさいにはぜひ勇気と誇り、自信をもってお書きください。
　みなさん、いま民主党政権は消費税増税を進めるために、身を削ると言って、衆議院の比例代表の議席定数を８０議席も削ることを強行しようとしています。しかし国会議員というのはほんらい国民の民意を国政に反映させる重要な役割をもっています。この削減は、身を削るのでなく民意を削ることになります。しかも一番民意を正確に反映するのが、得票に応じて議席を配分する比例代表です。それを８０削るというのは、民主主義の根本問題にかかわり、議会制民主主義の破壊そのものであり、絶対に許されません。削るのではなく、国民の投票結果が鏡のように正確に反映される選挙制度、比例代表を中心とする制度に選挙制度は改めることが求められています。それが民主主義ほんらいのありかたではないでしょうか。
　みなさん、こんどの総選挙、早ければ３月、６月にも行われるといわれています。この総選挙のしくみはどうなっているのでしょうか。議席の総定数が４８０ある衆議院選挙。有権者は定数３００の小選挙区と定数１８０の比例代表の二つの票をもっています。
　小選挙区は候補者名で投票し、定数１の各選挙区で最も多い得票数の候補者が当選します。そのため投票しても議席に結びつかない「死票」を大量に生み出します。
　比例代表は政党の名前で投票します。候補者名での投票は無効です。全国を１１ブロックに分け、各党の得票数に応じてドント方式という方式で得票数の多い順に議席を配分します。政党が候補者名簿を提出し、各党の名簿上位から当選者とします。一票の積み重ねが議席に結びつき、小選挙区に比べ多様な民意を反映できます。総選挙のこの地域の比例代表は東海ブロック選挙区です。日本共産党は、二議席以上絶対確保を目標に、「経済と財政の専門家」として国会質問の先頭に立っている佐々木憲昭衆院議員に加え、「命と暮らし第一に」がモットーの新人・かわえ明美准中央委員を候補者に、東海ブロックで７１万票以上、愛知県で３３万票以上を獲得するためがんばっています。ぜひご支援ください。
　また、日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」は、「テレビや一般紙をみていても消費増税賛成の大合唱。おかしい」「大手マスコミが真実を伝えているとは思えない。『赤旗』を読んでみたい」とメールや電話で購読を申し込む方が相次いでいます。未来の希望を開く「しんぶん赤旗」をお読みください。日刊紙は３４００円、日曜版は８００円です。
　以上でこの場所からの宣伝を終わらせていただきます。ご静聴ありがとうございました。
